
 

 

 

 

 

 

 

教育実践の総合的な原記録・資料のデジタルアーカイブ化と 

利活用の今後の課題 

後藤忠彦（岐阜女子大学） 

１.教育実践での総合的な源記録・資料の収集の課題 

教育での実践にあたって、多様な資料、事象があり、これらを収集、整理し教師教育の視点から分析し、

授業改善等に役立てようとする研究は、1960 年代に始まった。（アーカイブ DataReportNo.134 参照） 

（1）アメリカの教育改革（教育の現代化）・教師教育 

 アメリカは、ソ連の人工衛星（スプートニク：1957 年）の打ち上げ成功に遅れをとったことから、教

育改革（教育の現代化）を始め、さらに、教師教育が課題になり、教育課程で見られる教育事象の原記録

を収集、分析し問題の解決に役立てた。（アメリカの連邦教育局は 1970 年にプロトコール運動を始める。） 

（2）岐阜での教育実践での総合的な教育事象の収集、分析（1967年～） 

 笠松町立松枝小学校に岩田晃先生（後藤研究室で卒業研究をした。）が採用され、坪内校長の支援で授

業の様子をカメラで 5 秒間隔に撮影、そのビデオやレスポンスアナライザーの学習反応と音声（授業活

動）を同時にテープレコーダー（2ch）で記録した。その後岐阜大学（後藤研究室）で再生、分析、さら

に授業計画、学習プリント、テスト（形成的評価等）、個人カルテ等の総合的な資料収集、分析が始まっ

た。これらの成果を元に、岐阜県、愛知県の小、中、高校の教師の協力で約 2000 時間の授業の原記録を

収集した。その後、コンピュータを設置（1971 年）、CMI は Item Bank を開発し、学習指導計画、テス

ト、実習、教科書（言語分析）等の各種教育実践での資料の収集・保管・分析を進めた。1980 年には、

日本語（漢字）処理が可能になり、論文、教材等のデータベースが開発され、1990 年からは、文字、図

形、映像、音声、数値等の教育実践資料、原記録の保管が可能になった。 

 

２.情報端末、デジタルアーカイブ等を用いた実践資料・原記録の収集・保管 

 現在、GIGA スクール構想による 1 人 1 台の情報端末の利用やデジタルアーカイブが進みだし、教育が

［ことば（教師等）］+［紙（印刷メディア等）］+［デジタルメディア］で構成されだした。 
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（例）授業の映像記録は、教師、学習者の各情報端末で収集し、パターン認識、ＡＩ等の処理を使い整理、

分析し保管 

 

（１）学習者の反応、部活動、文字表現は、情報端末で収集し、ＡＩ等の新しい処理システムを使い、整

理、分析し保管 

（２）教師、学習者の作成資料類は、情報端末を用いて、入力、保管 

（３）国内外の教育資料は教育統合ポータル、教育センター等のデジタルアーカイブを用いて選定、保管 

 

地域文化資料、教材、素材、教育リソース、各専門領域の統合ポータルから教師と学習者間のコンテン

ツの選定、活用を行う。 

 情報端末は、学習の道具として利用と教育実践の原記録、各種資料の記録としての活用が進みだすと

考えられる。今後、現行の学習の道具としての活用の推進と合わせて、学習分野の観点からの活用方法の

開発が望まれる。また、教育情報処理を行うシステムで授業の映像記録、学習反応・音声等は、パターン

認識、ＡＩ等の処理を利用し統合的データを教育目標、学習内容を分類する。 

 

３.利活用への発展 

 利活用は、岐阜での過去の原記録・各種資料の保管や、数十年後沖縄での学習指導、学力の向上に役立

った成果を得ている。岐阜での原記録の方法は精度も悪く、実践での川島町立川島小学校（現・各務原市

立川島小学校）等のＣＭＩでの活用試行で偏差値等の向上に役立てられていたが、沖縄での学力の向上

での適用性は不明であった。 

 しかし、現在の情報端末を用いた原記録・分析・保管が可能になれば、これまでの経験（試行研究）か

ら次のような利活用での適用が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの活用は、今後、アメリカのプロトコール運動、岐阜での総合的な教育上意味のある事象の原記

録、資料等の保管、その活用の試行研究事例を参考にまた 

新しい ［ことば］+［紙（印刷メディア等）］+［デジタルメディア］ 

で構築される今後の教育システムの発展に対応し、新しい活用の開発研究が望まれる。 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ 

（教育ﾘｿｰｽ） 

過去の資料の活用 

学習指導計画 

個人学習プログラム 

主体的学習の支援 

生涯学習社会への対応 

検索・分析 

解析処理 

個人記録ﾃﾞｰﾀ 

（沖縄での活用研究：学習指導・学力の向上） 

（学びの構造化等の処理：AI等を活用した学習

指導計画） 

（e-learning 等の個人学習を可能とする） 

（デジタルメディアに対応した学習システムの 

構築） 

（社会のデジタル化、グローバル化に対応した 

新しい教育システムの構成への適用） 
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